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１．上期産業動向調査

MEMS分野の産業動向の調査を目的に、米国で毎

年開催されているMicrotech/Nanotech Conference ＆

Expo 2010（６月21日－24日 アナハイム）に参加して

MEMS関連企業の技術開発動向、産業化動向を調査

しました。

本会議では企業間交流、企業－大学間交流を目的

として、企業の発表の他に、大学から保有特許のPR、

大手企業から大学やベンチャー企業に向けた共同研

究募集の説明、ベンチャーキャピタルからの説明、

政府系ファンドの説明等、特徴あるセッションが設

けられていました。

企業の発表では、MEMS事業で成果を上げている

企業（STmicroelectronics他）の招待講演が中心であ

ったこともあり、非常に活気に満ちた発表が続きま

した。全体を通してMEMSのアプリケーション分野

やMEMS市場は今後、大きく広がり、革新的な技術

開発と適切な事業戦略によってビジネスチャンスは

大きく広がるというのが共通的な見方でした。

MEMSデバイス技術の動向としてCMOS一体型、

多軸モーションセンサ等、多くの機能集積デバイス

がすでに市場に投入され、さらに小型、低コスト化

を目指した技術開発が積極的になされていました。

新しいアプリケーションの産業化動向としてRF-

MEMS、シリコン発振器、電子コンパス等への新規

参入企業が増大していること、新規参入組の事業戦

略として水平分業型或いはそれを少しアレンジした

半水平分業型で大手に対抗していこうという姿勢を

伺うことができました。多くの発表があったベンチ

ャー企業に共通する特徴を挙げると、先行技術に優

る新技術、特許が最低必要条件で、アプリケーショ

ンは伸びる分野にターゲットを合わせる（ニッチで

はない）、ビジネスモデルは水平分業型、スピードで

勝負をすること等があります。日本のMEMS産業の

構造をみると、大手企業の一部門として垂直統合型

で進めているところがほとんどです。世界にはどち

らも成功事例があり、どの方式がいいかというのは

すぐに結論付けできるものではありません。下期は、

さらに国内外の産業動向、技術動向の調査を進めて

動向分析を行い、日本のMEMS産業の方向性につい

ての提案をまとめる予定です。詳細はマイクロマシ

ンセンターHPブログ“MEMSの波”参照。

２．上期国内外技術動向調査

上期は、APCOT 2010（Asia-Pacific Conference on

Transducers and Micro-Nano Technology 2010）を調査

対象としました。APCOTは、アジア、太平洋地域で

のMEMS／ナノテク分野の研究開発事例が発表され

る隔年開催の国際会議で、第５回となる今回は、

2010年６月６日（日）～９日（水）の日程でオース

トラリアのパースで開催されました。

投稿件数は253件で、前回（開催地：台湾）の589

件から大幅に減少しました。その中から240件の論文

が採択され発表されました。国・地域別の発表論文

数を図１に示します。

分野別発表件数を図２に示します。Radiation/Material

Substance SensorとOpticalが抜きんでていました。

調査研究事業の動き
財団法人マイクロマシンセンター事業の動き

Fa
br
ic
at
io
n 
Te
ch
no
lo
gi
es
(S
ili
co
n)
 

Fa
br
ic
at
io
n 
Te
ch
no
lo
gi
es
(n
on
-S
ili
co
n)
 

P
ac
ka
gi
ng
 T
ec
hn
ol
og
ie
s 

A
ct
ua
to
rs
 

D
es
ig
n 
an
d 
M
od
el
in
g 

M
at
er
ia
l 

O
th
er
s 

M
ec
ha
ni
ca
l S
en
so
r 

R
ad
ia
tio
n/
M
at
er
ia
l S
ub
st
an
ce
 S
en
so
r 

Fl
ui
di
c 

B
io
m
ac
ro
m
ol
ec
ul
es
 

C
el
ls
 &
 S
ub
ce
llu
la
r 
co
m
po
ne
nt
s 

Ti
ss
ue
/O
rg
an
 &
 M
ed
ic
al
 A
pp
lic
at
io
ns
 

O
pt
ic
al
 

R
F-
M
E
M
S
 

P
ow
er
-M
E
M
S
 

O
th
er
s 

左
記
分
類
に
該
当
し
な
い
も
の
 

1-
1 

1-
2 

1-
3 

1-
4 

1-
5 

1-
6 

1-
7 

2-
1 

2-
2 

2-
3 

2-
4 

2-
5 

2-
6 

2-
7 

2-
8 

2-
9 

2-
10
 

3-
1

40 

35 

30 

25 

20 

15 

10 

5 

0

その他の他 
韓国韓国 
オーストラリア 
シンガポール 
中国中国 
台湾台湾 
日本 

その他 
韓国 
オーストラリア 
シンガポール 
中国 
台湾 
日本 

図２　分野別発表件数
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図１　国・地域別発表件数




